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豊かな人間性を育む教育課程と校長の在り方

分 科 分 の趣 旨

子どもたちが,自 らを律 しつつ,自 己を確 立

し.他 人を思 いや る心や感動す る心 をもつ豊か

な人間性 を備えた人として育ち,自 分 らしく主

体的に生きて いくことは,社 会全体の願 いであ

る。 このような豊かな人間性の育成を図る基盤

として道徳教育や人権教育が ある。

道徳教育の視点か らは,白 制心や規範意識の

希薄化等 の心の状況に関わ る課題や,現 実か ら

逃避 し,今 の 自分 さえ良ければよいという利己

的な考えに陥 りがちな子 どもの現状が課題 とし

て指摘 されている。その背景 には,子 どもを取

り巻 く環境の変化,特 に家庭や地域社会 にお け

る教育力の低 ド等の状況や,い じめ ・暴力行為 ・

不登校等 の子 どもたちが安心 して学べる環境 に

関わる問題がある。 これか らの道徳教育は,こ

う した課題やその背景を視野に入れ,子 どもた

ちが夢や希望 をもって未来 を拓 き,人 間 として

よ り良 く生きよ うとする力が育成 されるよう指

導の 層 の充実を図っていかなければな らない。

また,人 権教育の視点か らは,子 どもたちが

人権尊重の理念につ いての正 しい理解や実践す

る態度が十分身に付 いていないことが指摘 され

て いる。加えて,教 職 員にも人権尊重の理念に

ついての理解が不十分である ことや指導 方法が

十分身に付いていない等の課題がある。 こうし

た課題の解決のためには.子 どもたちに人間 と

生命の価値 を自覚 し尊重することや,人 と調和

して共に生きる こと,人 の痛みや思 いに共感す

る ことな どを育 む心に響 く人権教育を教育活動

全般の中で進めていくことが急務である。

本分科会では,校 長のリーダーシップのもと,

道徳教育や人権教育な ど心の教育 にかか る教育

実践を推進するとともに,家 庭や地域等 と連携 ・

協働 した取組を実現 し,人 間性豊かな 日本 人を

育成するための教育課程の編成 ・実施 ・評価 ・

改善 について具体 的方策を明 らか にする。

リーヴーシ ッフの禎点

〔1〕新たな社会を生き抜 く人権感覚の育成

未来を担 う子 どもたちにとって,人 が生き

ていく上で必要な権利 を知 り,あ らゆる差別

を許 さず,文 化 ・価値観 ・個性の違 い こそが

豊か さにつなが ることについて認識すること

は,人 権感覚 を育むためには重要な ことであ

る。そのためには,学 級 をは じめ学校生活全

体の中で,7ど もたち自身が互いに認め合い,

豊かな人間関係を構築 して いくことが大切で

ある。 また,fど もたちの 人権感覚 は,学 校

だ けでな く家庭や地域社 会を通 じて育 まれ る

ことから,そ の連携 と協働が不可欠である。

このよ うな視点か ら,学 校 ・地域 の実態 に

即 した.他 人を思 いやる心,生 命や 人権を尊

重す る心,正 義感や公正 さを重ん じる心等,

社会を生き抜 くために必要な人権感覚を育む

ための校長の果たすべき役割 と指導性を究明

する。

(2)豊 かな心を育成する教育課程の編成 ・実施 ・

評価 ・改善

了どもたちに豊かな心を育成す ることにつ

いては,道 徳教育 として教育活動全体を通 し

て行われる こととなっている。 ところが.道

徳 の時間以外の各教科等における道徳教育の

実施は,必 ず しも十分 とは言えな い。 こうし

た現状を改善 していくためには,子 どもたち

が,教 育活動全体を通 して,様 々な人間関係

を深め られるようにする とともに,自 己の生

き方 について考えを深めなければな らな い。

また,他 者,社 会,自 然 ・環境 との豊かな関

わ りの中で生きるという実感や達成感 を味わ

い,社 会参 画への意欲や態度を身に付ける こ

とができるよう道徳教育 の 層 の充実 を図る

必要がある。

このよ うな視点か ら,家 庭や地域 との連携

を図 り,地 域の多様な人々や自然 ・環境等 と

の交流の場 を確保 し,豊 かな関わ りの中で 人

間性や社会性 を育み,子 どもの内面 に根差す

ri:かな心を育成す る教育課程の編成 ・実施 ・

評価 ・改善 のための校長の果たすべ き役割 と

指導性を究明する。
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心豊かに優 しさをもって生きる児童を育成する

教育課程の編成 と校長の在 り方

函館地区 函館市立北昭和小勃交 古 川 邦 彦

函 趣_旨
これ まで の予測 をは るか に上回る急激 な少 了高齢

化や高度情報化な ど,社 会環境 の劇的 な変化は子 ど

もたちの成長 に様 々な影 響を及ぼ して いる。

とりわ け,地 域社会や家庭における教育力 の低 ド

や人間関係の希蒲化,直 接体験 の不足 などに伴 って

派 生す る,生 命尊重の心や 白尊感情 の欠如,基 本的

生活習慣や規範意識の未 確立,人 間関係 を形成する

力の低 ドな ど,予 どもたちの健やかな心 の成長のた

めに克服 しな ければな らない課題が 山積 して いる。

学校は,子 どもたちが 自己を確立 し,他 者 を思い

や る心や感動する心を もつ豊か な人間性 を備えた人

として 育ち,白 分 らしくi三体的 によ りよく生きよ う

とす る力を育成 してい く場所で なければな らない。

そ して,そ の育成の基盤 となるのが,具 体的方向性

を示 した教育課程 である。

各学校では,豊 かな人間性 を育成す るために創意

ある教育課程 を編 成 ・実施 し,ま た絶え ざる評価 に

よ り,児 童の実態 に即 して教 育課程の改善に 日々取

り組んでいる。

言 うまで もな く,豊 か な人間性 を育むためには教

育活動全体 を通 して道徳教 育の充実 を図 り,様 々な

人間や社会 ・自然 ・環境 と豊か に関わ り合い,生 き

る充実感や 達成感 と ともに社会参加の意欲 な ども身

に付けることができるようにする ことが肝要である。

また,グ ローバル化や 「共生の時代」 を迎えた今,

了どもたちが文化や価値観 ・個性の違 いを越 えて,

互 いを認め合い,差 別 を許 さず,共 生 してい くこと

ができる健 全な人権感覚 を身 に付ける ことは,新 た

な社 会を生き抜 く資質 として不可欠である。

本研究 では,こ れ まで2年 間の研究 の成果 と課題

を踏 まえ,豊 かな 人間性 を育む学校 づ くりをす る上

での校長 の果 たすべ き役割や リーダーシ ップ の在 り

方について整理 し,よ り具体 的な発揮 の仕方 につ い

て考察す る ことで,研 究課題の解 明にアプローチ し

たい と考 えた。

願 煕究の艦 。-
1研 究主題

「心豊かに優しさをもって生きる児童を

育成する教育課程の編成と校長の在 り方」

函館市教育委員会は平成20年 度に 「函館市義務

教育基本計画」 を策定 した。その基本理念は 「心

豊 かに共 に未来のふるさ とを拓 く子 をはぐくむ」

である。

また,そ の実現 を図るため,年 度 ごとに重点 を

定 めた学校教育の指針 「アプローチ」 を示 し,具

体的 方策 を明確 にしている。特 に 「心 の教育」 に

関わ っては 「優 しさを もって生きる子 ども」 を目

指す子 ども像の一つ として設定 して いる。

私た ち函館 市小学校長 会で は,こ れ まで,こ の

指針 をもとに,各 学校 がそれぞれ に家庭 ・地域 と

連携 しなが ら,特 色ある体験的活動や地域 性を生

か した道徳教育の推進 に努 力 して きた。

そ こで本研 究において も,他 者 を思 いや り,共

に生 きよ うとする人間尊重 の精神や 自他の生命を

大切 にする 「優 しさをもって生 きる子 ども」 の育

成 を口指 して,各 学校 が創意 ある教育活動を展 開

で きるよ う,研 究 主題 を 「心豊か に優 しさを もっ

て生 きる児童を育成す る教 育課程の編成 と校長 の

在 り方 」として,こ れ まで2年 間 にわたって,実

践研究を積み重ねて きた ところであ る。

2.昨 年度 までの取組

q)第1年 次(平 成23年 度)

函館 市内の各小学校 における心の教育及びそ

の基盤 となる道徳教 育の推進状況 や課題 な どに

ついて実態調査 を実施 しその結果を分析 ・考察

した。 そ して,教 育効 果を上げるために校長が

実際に どのようにリーダー シップを発揮 し,あ

るいは発揮すべ きと考えているかについて次の

3つ の視点か ら3校 の実践事例 を紹介 した。

〈3っ の視点〉

視点1:心 の教育を進めるため の特色ある教

育活動

(教育活 動の編成 ・実施)

*A小 学校 「読書指導を中心 とした心 の教育

の推 進」

視点2:家 庭 ・地域 との連携

*B小 学校 「小中連携 を中心 と した多様な体

験活 動によ豊かな心 の育成」

視点3:「 道徳の時間の充実」

*C小 学校 「いのち の教育」 と関連 した道

徳の時間の1:夫

く研究 の課題〉

○教育課程の編成 ・実施 につ いては,一 定の

成果は見 られた ものの,そ の 内容を検 証 し

修正 して いく教育課程 の評価 ・改善につい

⑭
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ては十分ではな かった。

○家庭 ・地域 との更なる連携を図る とともに,

教師の資質および授 業 力の向上にむけて道

徳の授業の積極的な公開 を進めてい く必 要

がある。

○心の教育を推進す る ヒで,道 徳教育の充実

を図るには要とな る 「道徳の時間」 の充実

が必 要である。

〔2)第2年 次(平 成24年 度)

前年 度(平 成23年 度)の 課題 を もとに,3

つの視点を設定 し研究を深めることとした。キー

ワー ドは 「改善」で ある。

〈3つ の視点〉

各視点 に基づ いて.

践 として9校 の取組を研究 発表の際に紹介 した。

〈研究の課題>

O校 長 は教育課程 の編成 ・実 施 ・評価 ・改善

の各段階で どのよ うに適 切な リーダー シッ

プを発揮すべきかを明確 にす ること。

O校 長 の経営方針 の更なる明確化 を目指す こ

と。

O校 長 白らが実践 できることを足下か ら探 る

こと。

○ 「人権 教育」の視点 を踏 まえた実践を探 る

こど,

視点1:教 育活動(特色ある活動等)教 育内容

などの教育課程に関わる改善

視点2:家 庭 ・地域 ・異校種等との連携に関

わる改善

視点3.道 徳の時間の充実,校内体制に関わ

る改善

改善すべく取 り組んだ実

3.今 年度の取 組

本研究は継 続研究(3年 次)で ある ことか ら昨

年度の課題(前 述4項 目)に 某づ き,次 のよ うに

研究の視点 を2;;,iに絞 り校長の リーダーシ ップ.に

焦点 を当てて,整 理す ることと した。

視点1: 「人権感覚」の育成を 目指 した学校

経 営の在 り方

:教 育課程の編成 ・実施 ・評価 ・改善

の各段階での校 長の リーダーシップ

の発揮の在 り方

研究の ま

校長の リーダーシップの

目指 した重点教育目標をどのように設定し具現

化 したかを検証する。
○実践内容

視点2

特 に本年度 は継続研究3年aと な り,

とめの年度 となるので,

発揮 の仕方 について場や段 階に応 じて明確化す る

ことを 目指 して実践の整理 を行った。

視点1:「 人権感覚」の育成を目指 した学校経営

のあ り方

実践名 「人権感覚」の育成を目指 した重点教育

目標具現化の取組(北 昭和小学校の実践)

○実践のねらい

新たに制定 した教育目標の理念に基づき,児

童や教師の実態に即して1入 権感覚」の育成を

○校長の関わり

ア 平成23年 度の学校評価を受 けて,平 成24

年度に学校教育日標改定委員会を立ち上げ,
1年 間をかけて教師や保護者の願いをもとに

教育目標を改定 した。

イ 「自立と共生」の教育目標の理念に基づき.

現在の児童の実態や喫緊の学校課題を分析し,

重点教育日標に反映させた。

ウ 年度当初の経営方針説明の際,了 ども像や

学校に対する校長の理念を明確にし,ま た教

育目標具現化のために身に付けさせたい態度

やカを具体的に示した。

工 学級経営の充実が本校の子 どもを変えると

いう考えのもと学級での5つ のルール と.6
つの働きを示 し.各 学級の経営案に反映させ

るようにした。

オ 校務分掌の運営目標に重点教育目標が位i

付くよう働き掛け.ま た教育活動への具体化

を促 した。

力 重点教育目標を生か した学校行事な どの
「めあて」を金校集会等で児童に直接 具体的

に話 した。

キ 様々な体験活動や児童会活動などを 「人権

感覚」を身に付ける視点で再評価 し意識 して

位置付けた。

視点2:教 育課程の編成 ・実施 ・評価 ・改善の各

段階での校長 の リーダー シップの発揮の

在 り方

実践名 「ともにの精神(こ ころ)」で 目指す 「夢

と未来 と仲 間づ く り」(亀 田小 学校の 実

践)

④
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○実践のね らい

教育課程の編 成 ・実施 ・評価 ・改善の各段階

にお いて,校 長 が適切 に リーダー シップを発揮

し,児 童一人一人の 「豊かな人間性の育成」 に

つなげる。

○実践内容(教 育課程の編成 ・実施 ・評価 ・改善)

① 「児童の育 ち」か ら出発する教育活動 の推

進(R-PDCA)

ア2学 期末 の 「学校評価」において,「児童

の育 ち」 についての外部ア ンケー トを行い,

「保護者 ・児童 ・地域 ・関係者」 の評価結

果 を分析考察す る。(R一リサーチ)

イ 自己評価結果 と比較 し,4者 の評価結果

の考察 を教育課程の編成 ・改善に生かす。

(P・D)

ウ1学 期末 に,各 分掌毎に重点項 目に関 し

て中間評価 を行 い,2学 期 の教育活動 の展

開に生かす。(C・A)

② 児童の 自尊感情 ・自己肯定感 を高め 「夢 と

未来 と仲間づ くり」を 目指 す学校の創造

ア 「自尊感情 ・自己 肯定感の伸長」を学級 ・

学年 ・分掌経営の基盤 に置 くこ とを,年 度

始 めの学校経営方針において しっか りと確

認 し周知す る。

イ 「ほめて伸ば す」た めに,「 注意や指 示

を受ける場面」 を 「成長 をほめ られる場面」

に転換 し,児 童の育ちを見守 り育む態勢づ

くりを呼びかける。

ウ 運動会 ・学芸発表会(桐 陽発表会)後 の

「亀 っ子 き ら り賞」 の交換 や児童総会 の意

見 ・感謝カー ドで,児 童同士 のコミュニケー

シ ョンによる 自尊感情 ・自己肯定感 の伸長

に努める。

工 児童会活動における 「ピア ・サポー ト委

員会」(H25か ら 「学級 ・サポー ト委員会」)

の継続的展開によ り,思 いや りの心 を もち

望ま しい人間関係づ くりに取 り組む。

オ 年2回 の 「アセス」 による学級 の実態把

握 とグル ープエ ンカウンター ・ソーシャル

スキル トレーニ ング(H24現 職研修 実施)

な どによ り,人 間関係づ くり能力 と道徳的

実践力の育成 に関わ る指導力向上に取 り組

む。

③ 連携 ・協働 によ る道徳性の伸長

ア 「亀 田小学校スタ ンダー ド」 を配布 し,

「ともに学ば ん,と もに拓 かん ,と もに栄
えん」(校 訓)の 学 校づ く りの方 針 を伝え

るとともに,家 庭 ・地域の役割 を明確化 し,

連携協力の下に推進す ることを呼びかける。

イ 年間を通 じて全学級 における道徳 を授業

公 開 して保護者 ・地域 への説明責任 を果た

す と ともに,連 携 して道徳的実践力 の伸長

を図る契機 とす る。特 に1学 期末の授業参

観 テーマ を 「人間関係 づ くり」 と設定 して

道徳な どを公開する。

ウ 「チーム亀田で若年 教員を育て る」 こと

をテーマに掲げ,教 職員間のコ ミュニケー

ションの活性化 を促 し,教 職員 自身の 自尊

感1青 ・自己肯定感 の伸長 に努める。

○校長の関わ り

ア 地域 ・家庭 と学校,児 童 ・保護者 と教職員

が同一 目標 を 目指 し,「 ともに創 る」 協働体

制づ くりに努 めた。

イ 「亀 田小学校ス タンダー ド」 を配布 し,家

庭 ・地域 に生 きる学校教育を 目指す よう連携

の強化 を図った。

ウ 教務主任 と研 究主任 に指示 し,「 夢 と未来

と仲 間づ くり」 を目指 した教育課程の編成 ・

実施 ・改善 と,道 徳教育の要 となる授業の工

夫改善 ・公開 を進めた。

工 道徳教育推進教師 による道徳 の年間指導計

画 の見 直 しと,「 心の ノー ト」 の活用 を明確

に位 置付 けた。

國 斎 。玄,、魚._一__。_

成 果

ア 人権感覚の育成を 目指すため に,校 長 として,

児童 の人間関係づ くりを どう教育活動に位置付

ければよ いかの方 向性 を示す ことができた。

イ 豊かな人間性を育成す る教育課程の編 成 ・実

施 ・評価 ・改善の際,校 長が どのようにリーダー

シップ を発揮 すべきかが具体的 に明 らかになっ

た。
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本研究 では3年 間にわた り,函 館市 小学校長会 と

して 「豊 かな人間性 を育む教育課程 の編成」 に向け

て,そ れぞ れに視点 を設定 し,教 育課程 の改善 ・充

実 に関 して校長が果たすべ き役割 とリーダー シップ

の在 り方 について 明 らか にしてきた。

また,本 年度か らは,子 どもたちが,互 いの価値

観 個性の違 いを越えて,認 め合 い,差 別 を許さず,

共生 してい くことができ る健全 な人権感覚 を身 に付

けることを 目指 して,校 長が どのようにリーダーシッ

プを発揮す べきか も実践 を通 して模索 してきた とこ

ろである。

今後 は,こ れ まで3年 間にわ たって継続研究 して

きた成果 を基 に,函 館市 小学校校長会が もつ共同研

究 の機能 を更 に発揮 し,直 面す る学校課題 に対応 し

なが ら校長 の果たすべき役割や リーダー シップの在

り方 につ いて,組 織的,継 続的 に研究 を進めていき

たい。

魯


